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肺癌に対するMAGE蛋白標的免疫治療の試みと細胞傷
害因子遺伝子導入併用効果の検討
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細胞名 組織型 HLA-A HLA-B HLA-C HLA-DR 
MSK-KS Sq 31 61 むw3 2/4 
KTG-KS Ad 2 35/70 Cw3/Cw7 4 
YMZ開KS Ad 31/33 44/51 ー 8 
TRI-KSH Sq 24/33 7/51 Cw7 19 
STR-KS Ad 2124 46/48 Cw1 2/8 
町O-KSH Small 24/26 7β5 Cw3/7 4ρ 
TMK-KSH Ad 11/24 7β9 Cw7 1/8 
OKM-KS Sq 2124 46/60 Cw1 4/12 
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<考察>
以上の結果より、 MAGE抗原は脚苗細胞に高発現しCfLを誘導しうる強い抗原性を
有していることが明らかになった。近い将来、同抗原を標的にした肘癌患者に対する癌免疫
治療の臨床応用も可能であると考えられた。今後は、肺癌患者より樹立した癌細胞株を標的
として、これらの細胞表面に発現しているナイーブなMAGE抗原をCfLが認識・殺傷でき
るかを検討する計画である。さらにはCfLのm VIVOにおけるMAGE発瑚市癌胆揚抑制効
果を検討する目的で、CfLの Scidマウス移植腫療に対する発育抑制効果を検討することが
必要であろうと考えられる。
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